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書評：印紅標著『失蹤者的足跡―文化大革命期間的青年思潮』 
 









10 代後半であった。1966 年 8 月、彼らが天安門広場に登場したときには、「毛沢東主席」を「衛」
り、毛主席の唱える文革の目標を徹底的にやり遂げることを決意していたのである。そして 10
年たって彼らが 20 代から 30 代になった 1976 年には、文革を支持する毛沢東夫人の江青およ
びいわゆる「四人組」に反対する運動が天安門広場でおこった。この事件に参加した人々と、
紅衛兵運動に参加した人々は、べつの人々ではない。そして 81 年 6 月に文革は中国共産党の
正式見解として完全否定された。人々は経済活動へと徐々に進んだが、その後、1989 年 6 月 4
日の天安門事件が発生した。この運動は学生だけでなく、社会の各層の人々が参加した。その











                                                          
1 著者の印紅標氏は 1951 年北京生まれ、現在、北京大学国際関係学院。2008 年 12 月に本学社会科学研究
所定例研究会で講演し、その講演にもとづく論文「中国における文革研究と文革の記憶」が『専修大学社
会科学研究所月報』（No.559、2010 年 1 月）に鈴木健郎氏訳で発表されている。なお、この学院は専修大
学の国際交流提携校で、評者は学生の中国語短期研修のおりに親しく教示を受けたことがある。 












































検討の対象としている。前者は、66 年から 68 年の紅衛兵運動の期間に渦巻いたものであり、
後者は 68 年秋以降に農村や辺境でほそぼそと営まれた、当時にあって秘密あるいは非公開の





上編は、66 年から 68 年の紅衛兵運動時期を扱う。第 1 章では、「老紅衛兵」と「保守派」
について述べている。 
「老紅衛兵」とは、66 年 5 月 29 日に成立した清華大学附属中学3の紅衛兵と 6 月 2 日成立









                                                          


































                                                          
4 Carma Hinton, Geremie R.Barmé, Richard Gordon らによるドキュメンタリー映画『Morning Sun（八
九点鐘的太陽）』（香港中文大学出版社・中国研究服務中心、2005 年、Long Bow Group）がこの点を具体
的に例示している。 



























新思潮の第一波としては、66 年 8 月 30 日に北京大学学生の喬兼武と杜文革が張り出した壁




67 年 6 月 11 日に北京中学の雑誌『四三戦報』に発表された「論新思潮―四三派宣言」では、





















は打ち立てられない。彼はこの考えを 68 年 1 月に「中国はどこへ行くのか？」と題して詳細
に論じ、ガリ版刷りで 80 部作成し、うち 20 部ほどが出回った。ところが、多くの大衆組織に








                                                          
5 厳家其らの『文化大革命十年史』（辻康吾監訳、岩波書店、1996 年）によれば、この冤罪の被害者は全
国で数十万人にのぼるという。 
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罪で逮捕投獄され、79 年 3 月まで拘禁されたのであった。 
66 年 9 月 28 日、上海の労働者であった劉文輝は、毛沢東の階級闘争論に反対し、文革を批












後編は、68 年から 76 年の「上山下郷」運動および「四五運動」（天安門事件）についてである。 
第 4 章では、上山下郷運動で農村や辺境へ赴いた青年たちが、どのような政治・社会的な環
境にあったか、そのなかで彼らはどのようにして読書し思想活動を実践したのかを明らかにし






































第 6 章では「批林批孔」前後の青年思潮が論じられる。この期間、つまり 73 年から 75 年の
間は、毛沢東のコントロールの下、文革推進派と指導的な幹部とが新たな党内闘争を繰り広げ
ていた。74 年に始まった批林批孔運動は、表面的には孔子批判を展開したが、じつは周恩来ら
の指導的な幹部と林彪とを結びつけて批判することに狙いがあった。75 年 1 月に周恩来は 64
年に提起した 4 つの現代化政策を復活させ、それとともに鄧小平による政治経済のたてなおし
















響を与えた。その例として、75 年 8 月に反革命として弾圧された四川省の「馬列主義研究会（マ














験で白紙答案を提出した張鉄生、73 年に教師批判を『北京日報』に投稿した小学 5 年生の黄帥、
                                                          
6 李一哲は、李正天・陳一陽・王希哲・郭鴻志という四人の名前を合成して作ったペンネームである。 










第 7 章は四五運動時期の青年思潮についてである。この時期は 75 年末に鄧小平批判、76 年




















































































                                                          
7 印氏は造反派と「極左派」を分けて考えている点など。 
8 原書名は、Anita Chan, Children of Mao: Personality Development and Political Activism in the Red 
Guard Generation. London, Macmillan,1985. 
9 たとえば加々美光行『逆接としての中国革命―アジア反近代精神の敗北』（田畑書店、1986 年）がある。 
10 印紅標「中国人の文革観」（森瑞枝訳）、土屋昌明編著『目撃！文化大革命―映画『夜明けの国』を読み
解く』（太田出版、2008 年）、頁 150～163。 



























文革時期の思潮が天安門事件を導き、またその後の「思想解放」（78 年 12 月中共 11 期 3 中
全会の方針の一つ）の先駆となったことを指摘している点は、本書のすぐれた特徴であるが、
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おそらくこうした思想は鄧小平時代に入ってから否定された民間の思想（たとえばいわゆる「北























                                                          
13 1967 年以降の日本で紅衛兵の動画を見ることができた映像に、岩波映画製作所の時枝俊江監督『夜明け
の国』がある。このドキュメンタリーは、66 年 8 月中旬から翌年 2 月上旬まで中国で現地ロケをおこなっ




のイメージは、おもにこの 8 月 18 日の記録映像がテレビで反復利用されて形成され、それが日本人の文革
イメージを強固に規定してきた。 
14 この点については、竹内好の再評価から私見を述べたことがある。土屋昌明「竹内好と文化大革命」『専
修大学社会科学研究所月報』539 号、2008 年 5 月。 
15 本書、頁 155。 
